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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 癩血肝はKalkにより名称づけられた重症肝炎経過

中にみられる肉眼的所見である，今回は腹腔鏡下に療

痕肝を認めた症例について，その臨床像と形態を検討

し，肝表面の血痕および再生結節の局在性からその形

成機序を考察した．

 対象および方法

 腹腔鏡を施行した2，000例のなかから血痕肝30例

（1．5％）を対象とし，これらを次の2群に分けた．す

なわち，狭義の搬痕肝（肝表面に肉眼的に肝硬変様小

結節を認めないもの）7例および混合型癩痕肝（肝硬

変様小結節をびまん性に認めるもの）23例である．こ

れらについて病因，臨床症状，予後および照視しうる

肝表面上に疲痕・結節が観察される局在部位の頻度を

検討した，

 結果

 1）癩痕肝の病因別頻度は，肝ウイルス（非A非B

型）2．2％，アルコール性4．3％，自己免疫性21．1％で，

自己免疫性に高率であり肝炎ウイルス（B型）ではみ

られなかった．

 2）急性肝壊死から進展したと思われる狭義の療痕

肝7例では，黄疸の発現等から急性発症の時期が推定

されるのは2例のみであった．予後は2例において肝

機能検査所見が正常化し，他の例も進行性の所見は認

められなかった．

 3）慢性肝障害から進展したと思われる混合型振痕

肝23例では，臨床症状および検査成績の面から経過中

急性増悪の存在が推測された．予後は全例肝硬変の経

過をたどり，6例に肝細胞癌の併発をみた．

 4）照視可能な肝表面を肝内門脈走行に一致するよ

うに9区域に分け，癩痕・結節の出現頻度を比較した．

その結果，叡慮は辺縁にみられ左証内側区域（57％），

右葉前下区域（43％），左記外側区域（37％）の順に多

く，結節は右点前下区域（57％），嗣法前上区域（27％）

に多く認められた．また47％の症例にはCantlie線上

に溝状，索状搬痕が存在した．

 考察

 療痕肝の形成は病因別に異なった頻度であり，急性

期および急性増悪期における肝壊死の発生状況の差異

を反映しているものとみなされる．さらに搬痕の多く

みられる肝辺縁部は血液循環の末梢にあたり解剖学的

に血流の乏しい部分と推定され，同じく溝状，索状搬

痕が多数認められたCantlie線付近は血管分布境界域

に一致しており，いずれも血流因子の関与が示唆され

た．一方結節については，解剖学的に圧迫の少ない部

位に多くみられるのみでなく右葉前区域に多く，門脈

走行状況の差異に基づくものと推測された．

 結語

 搬痕肝の形成は一次性因子として病因，二次性因子

として血流の状況が関与するものと考えられる．
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論 文 審 査 の 要 旨

 本論文はKalkが腹腔鏡下に観察した高度肝壊死の修復過程にみられる疲痕肝について，その成立

機序を検討したものである．一次性因子として，ウイルス性，自己免疫性などの病因，二次性因子と

して血流状況の関与によるとの結論が得られた．

 学術上価値ある論文と認める．
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